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一編集後記･…一

合北方域特集の第2弾をお送りします.今回はマ

グマ活動と鉱物資源で纏めてみました.極東ロシア

の鉱物資源はまだその概要がわかる程度ですが,大

まかな資源量評価の判断には使えるのではないかと

思います.

鈴サハリンについては6月号で紹介しましたよう

に,実際の調査も行われており,かなり詳しくわか

ってきましたが,同じく北海道と近隣の千島列島は

文献も充分でなく,まとめるのに大変苦労しまし

た.漁業資源の交流と同様に地球科学分野でも交流

が必要と思いました.

合本年4月4日からサハリンとの初めての航空路,

エｰジノサハリソスタｰ函館線が開通し,順調な乗

客率を維持Lています.来年からは相互乗り入れの

フェリｰの運行も決まりました.これからはどんど

んと交流を進め,早く通常の隣人関係としたいもの

です.(石原舜三)

禽特集:北方域I,皿の編集では,原稿の査読など

で,編集委員会以外の方からもご協力頂きました.

貴重な助言をいただいた周藤賢治･脇田浩二･渡辺

寧の各氏に厚くお礼申し上げます.

合本や雑誌が,読む人(読者)と書く人(筆者)で成り

立つと考えられていたのに対し,作る人(編集部)を

もうひとつの柱として明確に位置づけたのは,戦後

再刊された『図書』の巻頭言にr読む人,書く人,

作る人｣という標語を選んだ林達夫(1896-1984)だ

そうです(久野収,週間金曜日25号).何万部も出

ている雑誌に比べたら小さなしかも特定の読者を対

象にする本誌の場合にも,林の指摘は当てはまるわ

けで,責任の重さを改めて感じさせられます.r作

る人｣にも値しないような最近の怠慢な発行状況を

反省しつつ,幸い強力な支援も得て,6-8月号でか

なり元に戻しました.

(佐藤興平)

[訂正コ

国1994年4月号,｢ライマン雑記(10)｣,P.46,第2図中

(誤)箱館(誤)第6図参照

(正)函館(正)第5図参照

国1994年6月号,｢サハリンにおける変成帯のテクトニクス｣,P.13,第1表中

(誤)角閃石と共存しないロｰソン石十アラレ石

(正)ナトリウム角閃石と共存しないロｰソン石十アラレ石

国1994年7月号,｢南アの先カンブリア紀花樹岩類と錫鉱床｣,P.27,末尾

〈受付:1994年1月7日〉が脱落していました.
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